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特集

「ときどき入院、
ほぼ在宅」への射程
2014年度診療報酬改定
社会保障・税一体改革と連動し、「21世紀（2025年）日本モデル」の実
現をめざして行なわれた今回の診療報酬改定。超高齢社会に伴う医
療機能再編を推進する布石として、病院機能の分化と在宅医療の推
進を“車の両輪”とする内容です。では、この改定によって、「在宅」はどう
変わるのか？ いよいよ新設された「機能強化型訪問看護ステーション」
など訪問看護関連のものにとどまらず、「在宅復帰率」「地域包括ケア
病棟」など在宅へのインパクトも大きい病院側の改定についても。

今改定は在宅・地域に 
いかに影響をもたらすか？◉山田康夫

「訪問看護」に関わる改定内容の全貌◉佐藤美穂子

「機能強化型訪問看護ステーション」とは◉齋藤訓子
「精神科訪問看護療養費」の 
前回新設と補強◉上野桂子
「精神科訪問看護」を展望する◉仲野栄
「地域包括ケア病棟」と 
2015年度介護報酬改定◉高野龍昭

「在宅復帰率」のインパクト 
病院、そして退院調整室で起こりつつあること◉角田直枝

INTERVIEW ケアする人々
髙橋紘士さん（国際医療福祉大学大学院教授）

×宮島俊彦さん（元厚生労働省老健局長）

ビュートゾルフにはいろいろスゴイ
ところがありますが、最も感銘を

受け、これぞ最大のポイントだ！と
思ったのは、ヨス代表の「看護師とい
う職業人への揺るがぬ信頼」です。
看護師なら、利用者さんの幸せを願
う。看護師なら、地域と人々、仲間
たちの幸せを願う。そして、看護師
は幸せであるべきだ（もちろん、看護
師以外もみんな）。ビュートゾルフの
システムの1つひとつは、理にかなっ
たシンプルなもの。そう目新しくはな
いと言ってもいいものです。でも、そ
のどれもが、利用者さんのために、
そして看護師が看護師であるために
ある。心の中にあるものを形にしたと
ころがスゴイのです。私の雑誌づくり
の核心にあるのも、日本の在宅ケア
実践者への尊敬と信頼です。これか
らも形にしていきます。…杉本

はじめまして。この春から小誌を
担当させていただきます、栗原

と申します。これまでは助産関係の
雑誌を編集していたため、180度（？）
違う世界に日々驚き、勉強させてい
ただいています。本号の巻頭・ビュー
トゾルフのインタビューと、特別記事・
「そうだ、今こそ学会へ行こう！」座談
会は、本誌の編集になって、1回目
と2回目の仕事でした。いきなりすご
いお話を聞かせていただいたのだな
あと、編集しながら改めて感動してい
ます。特に学会座談会では、「誰に
でも伝わる言葉で現場の実践を伝え
ていくこと」の大切さに深く頷かせて
いただきました。専門誌の役割もそこ
にあるのだと思っています。学会に
参加された後は、ぜひ小誌にもご投
稿ください！…栗原
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